
 

会 議 記 録 

 

 高松市附属機関等の会議の公開及び委員の公募に関する指針の規定により、次のとおり会議記

録を公開します。 

会 議 名 令和７年度第１回高松市生涯学習センター等運営協議会 

開 催 日 時 令和７年７月２５日（金）午後２時～午後３時１０分 

開 催 場 所 高松市生涯学習センター２階 大研修室 

議 題 
（１） 令和６年度高松市生涯学習センター等の事業実績について 

（２）令和７年度高松市生涯学習センター等の事業計画について 

公 開 の 区 分  ■ 公開  □ 一部公開  □ 非公開 

上 記 理 由  

出 席 委 員 

８人 

田中委員（会長）、藤井（雄）委員（副会長）、辻󠄀委員、香西委員、酒井委員、

井上委員、坂上委員、高濱委員 

傍 聴 者 １人（定員５人） 

担当課及び連絡先 生涯学習課 生涯学習センター ０８７－８１１－６２２２ 

 

会議の経過及び結果 

【議題】 

（１） 令和６年度高松市生涯学習センター等の事業実績について 

令和６年度高松市生涯学習センター等の事業実績について、事務局から内容につ 

いて説明 

（２）令和７年度高松市生涯学習センター等の事業計画について 

   令和７年度高松市生涯学習センター等の事業計画について、事務局から内容につい  

て説明 

【主な質疑・意見等】  

委員）令和７年度の計画について、サンクリスタル高松のリニューアルに伴う講演会・講座事

業が生涯学習センターとの共催となっているが、何年程度を予定しているか。また、その事業

の主体はどちらか。 

事務局）共催は改修が完了するまでの３年間を予定している。事業主体については、中央図書

館が放送大学と共催事業として実施していたものは、まなびＣＡＮが主体となって実施してい

く。菊池寛記念館、歴史資料館が実施していたものについては、まなびＣＡＮを開催場所とし

て実施する。 

委員）７月２０日開催の講座「瀬戸内国際芸術祭 夏会期を楽しもう！」の参加人数、注目度

についてはどうだったか。 

事務局）１０数名の参加者があった。講師への活発な質問等もあり、非常に熱心なファンにお

集まりいただいたと感じている。 

委員）自主学習スペースの利用が順調に伸びている。学びを楽しむ子供が増えていくのは、素



 

敵なことなので、引き続き力を入れてもらいたい。 

まなびＣＡＮのインスタグラムの登録者数は現在、約１，０９０人だが、年内に２，０００

人を達成してもらいたい。 

コミュニティセンターでも様々な講座を実施していると思うが、生涯学習センターで実施す

る講座との役割分担や連携状況はどうなっているのか。 

また、高松市には６，０００人の外国人が定住していると聞いている。最近、日本語のすば

らしさを改めて実感したことがあったので、外国人をターゲットとして、例えば定住している

外国人の子ども向けに、日本語教室等で学んでもらえたらと思うがいかがか。 

事務局）生涯学習センターは本市の生涯学習の拠点施設であり、コミュニティセンターには、

地域住民の多様化している様々な学習ニーズに対して地域の特色ある学習活動を行うため、コ

ミュニティセンター講座の開催をお願いしている。各コミュニティセンターには教育委員会が

委嘱した生涯学習推進員が１名以上おり、生涯学習センターでは、生涯学習推進員向けに月 1

回程度、生涯学習コーディネーター養成講座を実施している。また、コミュティセンターから

の講座開催に係る相談に随時対応しており、今後もコミュニティセンターとの連携を図り、よ

り地域の住民の役に立つ講座の開催に引き続き取り組んでいきたい。 

教育委員会では高松第一小中学校で外国人の児童生徒向けに対応を行っているところであ

り、生涯学習センターでの外国人の方向けの講座については、その内容等について、これから

検討していく必要があると考えている。 

委員）パソコン関係ではワードやエクセルの講座が行われている。また、コミュニティセンタ

ーではスマホの使い方講座が実施され、私のような高齢者も喜んでいるところだが、今後、Ａ

Ｉ利用に関する講座の開催予定はあるか。 

事務局）現在、様々なところで生成ＡＩを活用した画像や文章作成等が行われており、本市に

おいても、今年から職員向けの生成ＡＩに関する講座も予定されている。今後は市民向けの講

座も検討していく必要があると考えており、講師や講座内容の検討等、将来的に講座が開催で

きるよう準備をしていきたい。 

委員）自主学習スペースの利用者がかなり増加しており、学ぶ場を本当に必要な人に提供する

という意味で、とても良い取組だと思う。逆に美術館やこども未来館との連携講座は面白そう

だと個人的には思うのだが、参加人数が非常に少ない。キャパシティの問題なのか、曜日設定

やターゲット設定の問題なのかは分からないが、子どもたちの利用を増やすには、学校に情報

を伝えるのが、最も親に伝わって良いと思う。子どもたちは学校で、タブレットもたくさん使

っているので、そこへ情報を掲載するなどすれば、もっと情報が保護者や子どもに伝わり、参

加者が増えると思う。 

事務局）現在、ホームページ、インスタグラムや広報紙等で周知を行っているが、御意見の方

法が可能かどうか検討していきたい。 

委員）生涯学習センターはクーリングシェルターに指定されているが、利用者はいたのか。ま

た、夏休み、冬休みの実習室の開放について、費用がかかるかもしれないが、教える人を配置

すれば、利用者を増やすことができると思う。 

事務局）クーリングシェルター利用の人数については、一般利用者との区別がつかず、把握し

ていない。実習室の無料開放については、先生のような人を配置することで利用者増に繋がる

可能性はあるが、コストがかかるので、今後、事業目的、コスト、メリット等を整理した上で、

検討していきたい。 



 

委員）２年前から栗林公園の解説ボランティアを務めているが、韓国語が話せる方、写真が得

意な方、植物に詳しい方等いろいろな方がいる。そういう方を講師に講座を開催するのも良い

と思う。 

事務局）現状ではボランティアの方の情報は十分には持ち合わせていないが、今後、どういっ

たことをお願いするか等も含めて検討していきたい。 

委員）大学でお年寄りから小さな子どもまで防災意識を高めてもらう活動をしているので、「来

るべき南海トラフ地震に備えて」のような講座を、今後も定期的に実施してほしい。 

事務局）防災に関する講座は、今年度も実施予定となっている。 

 

 会議の結果、議題（１）、議題（２）について承認を得た。 

 

 


